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※住まいる支援事業の子育て加算なし

※住まいる支援事業の子育て加算あり

とっとり住まいる支援事業（令和6年度着工分）

補助制度 最大補助額 備考

国：GX志向型 １６０万円

県：NE-ST ５０万円

県：住まいる １００万円 子育て加算あり

計 ３１０万円

補助の併用例
（R6年度着工でGX志向型を使う場合の例）
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とっとり未来型省エネ住宅特別促進事業（NE-ST補助金） ※R7予算検討案

補助要件

補助の併用例

 NE-ST （とっとり健康省エネ住宅）

 ZEHまたは将来的な太陽光発電設備の設置に備えた住宅

 県内に本店を置く事業者により施工される住宅

 県産材を１０ｍ３以上または内外装材に２０ｍ２以上使用

 翌年度の１月末（令和９年１月31日）までに完成する住宅

✓

✓

✓

✓

✓

以下の要件をすべて満たす住宅が補助の対象となります。

項 国制度
の併用

ZEH
認証

県制度 国制度 最大
補助額

未来型省エネ住宅特別促進事業
（とっとり健康省エネ住宅への助成）

住まいる支援事業
（県産材活用住宅への助成）
★子育て世帯は加算利用可能
（上限は100万円のまま）

子育てグリーン
住宅支援事業

T-G1 T-G2 T-G3

① なし あり ６０万円 ８０万円 １００万円 最大１００万円★ ー ２００万円

② なし なし １０万円 ３０万円 ５０万円 最大１００万円★ ー １５０万円

③ あり(GX志向型) あり ５万円 １５万円 ２５万円 最大１００万円★ １６０万円 ２８５万円

④ あり(GX志向型以外) なし １０万円 ３０万円 ５０万円 最大１００万円 最大100万円※ 2５０万円

⚫ ＧＸ志向型は全世帯が対象となる制度ですので、③の場合でも住まいる支援事業の子育て加算を受けられます。

⚫ 子育てグリーン住宅支援事業のうち、子育て世帯向けの長期優良住宅やＺＥＨ水準住宅を併用する場合は、従来どおり
住まいる支援事業の子育て加算は受けられません。

⚫ ＧＸ志向型の補助終了後は①をご活用ください。

※印は子育てグリーン住宅支援事業のうち、長期優良住宅で建替前に居住していた住宅等を除却する場合の補助額。

＜予算額＞
R７ ： ５０，５００千円

GX志向型の要件は、（１）～（３）の全てに適合

（１）断熱等級６以上
５・６地域：UA値0.4６以下(T-G1レベル）
４地域：UA値0.34以下（T-G2レベル）

          ※4地域は若桜町、日南町、日野町
（２）再生可能エネルギーを除いた
一次エネルギー消費量の削減率が35%以上

（３）再生可能エネルギーを含む
一次エネルギー消費量の削減率が100%以上
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とっとり健康省エネ住宅改修支援事業（Re NE-ST補助金） ※R7予算検討案

補助要件

補助の併用例

 県の認定 （Re NE-ST・ゾーン改修・国省エネ基準改修）

 翌年度の１月末（令和９年１月31日）までに完成する住宅

✓

✓

以下の要件をすべて満たす住宅が補助の対象となります。

予算区分 県制度 国制度 最大助成額

補助事業名 健康省エネ住宅改修支援事業 住まいる支援事業 先進的窓リノベ事業

Re NE-ST 最大１５０万円 最大５０万円 最大２００万円 最大４００万円

ゾーン改修 最大１００万円 最大３５０万円

国省エネ基準改修 最大５０万円 最大３００万円

⚫ 国の補助制度等を併用する場合、補助対象経費が重複しないことが要件となります。

＜予算額＞
R７ ： ５０，０００千円

パターン 全面改修 ゾーン改修 国省エネ基準改修

イメージ

概要 家全体を断熱材で包み込む
改修

居間や浴室、トイレ、寝室など生
活空間を限定した改修

窓など熱が逃げやすい箇所を中
心に国の省エネ基準まで改修

断熱性能 ０．４８（T-G1） ０．４８（T-G1断熱範囲のみ） ０．８７（国の省エネ基準）

改修パターン

◆断熱材や開口部の改修工事費が対象

◆補助率1/3
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